
淡
海
エ
コ
フ
ォ
ス
タ
ー
通
信

日
頃
よ
り
、
淡
海
エ
コ
フ
ォ
ス
タ
ー
活
動
を
通
じ
て
、

地
域
の
環
境
美
化
に
ご
貢
献
い
た
だ
き
ま
こ
と
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
12
年
度
に
始
ま
っ
た
淡
海

エ
コ
フ
ォ
ス
タ
ー
制
度
も
今
年
度
で
９
年
が
経
ち
、
参

加
団
体
数
も
約
５
０
０
団
体
と
な
り
、
非
常
に
多
く
の

皆
様
に
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
淡
海
エ
コ
フ
ォ
ス
タ
ー
通
信
で
活
動
の
状
況
や

様
々
な
想
い
な
ど
を
紹
介
し
、
情
報
を
共
有
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
を
よ
り
良
い
も
の
に
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な

活
動
に
興
味
の
あ
る
方
も
こ
の
記
事
を
読
ん
で
い
た
だ

い
て
、
新
し
く
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。

◎
エ
コ
フ
ォ
ス
タ
ー
活
動
団
体
紹
介

☆
な
ん
て
ん
共
働
サ
ー
ビ
ス
☆

実

施

日

平
成
20
年
６
月
28
日
（
土
）

活
動
場
所

県
道
長
寿
本
堂
線

（
丸
山
橋
～
長
寿
寺
～
近
江
学
園
）

参

加

者

４
人

平
成
14
年
か
ら
石
部
地

区
を
中
心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
っ
て
お
ら
れ
る
団

体
で
、
３
年
前
か
ら
淡
海
エ

コ
フ
ォ
ス
タ
ー
活
動
の
趣
旨

に
賛
同
い
た
だ
き
清
掃
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

通
常
は
３
～
４
名
で
月
１

回
の
定
期
活
動
の
ほ
か
、
登
録
し
て
い
な
い
場
所
も
清
掃
し
、

活
動
当
初
は
、
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
、
ポ
リ
袋
に

６
～
７
袋
の
ご
み
量
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
半
減

し
、
き
れ
い
に
な
っ
て
き
た
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
近
く
を
流
れ
る
「
井
の
本
川
」
の
水
質
を
き
れ
い

に
し
、
蛍
が
生
息
す
る
環
境
を
取
り
戻
そ
う
と
河
川
の
清
掃

に
も
励
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

☆(

株)

水
口
テ
ク
ノ
ス
☆

実

施

日

平
成
20
年
７
月
30
日
（
水
）

活
動
場
所

国
道
３
０
７
号
線

（
松
尾
地
先
～
水
口
新
町
）

参

加

者

10
人

７
年
前
か
ら
国
道
３
０
７
号
線
を
中
心
に
清
掃
活
動
な
ど
、

美
化
活
動
に
取
り
組
ま
れ
、
淡
海
エ
コ
フ
ォ
ス
タ
ー
活
動
に

取
り
組
み
始
め
て
か
ら
は
、
現
在
の
場
所
に
固
定
し
清
掃
活

動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

通
常
は
８
～
10
名
で
月
１
回
の
定
期
活
動
の
ほ
か
「
ま

ち
の
美
化
」
「
甲
賀
県
事
務
所
と
の
合
同
啓
発
」
な
ど
の
活

動
も
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ご
み
の
量
は
当
初
に
比
べ
か
な

り
減
っ
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
ご
み
の
内
容
と
し

て
は
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
、
紙
類
、
空
き
缶
な
ど
が
多
い
よ

う
で
す
。

ま
た
、
参
加
者
の
志
気
を
高

め
、
か
つ
、
一
般
の
人
に
も
知

っ
て
頂
く
た
め
に
、
活
動
時
に

は
、
背
中
に
「
環
境
活
動
」
、

胸
に
は
「
淡
海
エ
コ
フ
ォ
ス
タ

ー
」
の
ネ
ー
ム
入
り
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
を
着
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

活
動
場
所
は
交
通
量
の
多
い

幹
線
道
路
で
、
歩
道
の
な
い
部

分
も
あ
る
の
で
、
車
に
注
意
し
な
が
ら
清
掃
活
動
を
し
て
お



ら
れ
ま
す
。

☆
積
水
ハ
ウ
ス
株
式
会
社
滋
賀
工
場
☆

実

施

日

平
成
20
年
８
月
６
日
（
水
）

活
動
場
所

県
道
栗
東
志
那
中
線

（
下
鈎
交
差
点
～
新
幹
線
高
架
下
）

参

加

者

33
人

こ
ち
ら
の
会
社
で
は
10 

年
以
上
前
か
ら
地
域
の
清
掃

活
動
を
し
て
お
ら
れ
、
平
成

17
年
度
か
ら
エ
コ
フ
ォ
ス

タ
ー
活
動
と
し
て
の
取
り
組

み
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

従
業
員
５
０
０
名
を
振
り

分
け
て
、
毎
月
１
回
早
朝
に

40
名
程
度
で
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

以
前
は
リ
ヤ
カ
ー
一
杯
の
ご
み
が
集
ま
っ
た
が
、
最
近

は
か
な
り
減
っ
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
活
動
を
通
じ
て
従
業
員
の
み
な
さ
ん
の
環
境
に

関
す
る
意
識
が
浸
透
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

今
年
６
月
に
は
環
境
省
の
エ
コ
フ
ァ
ー
ス
ト
企
業
に
も

認
定
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
と
の
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

☆
中
西
建
設
株
式
会
社
☆

実

施

日

平
成
20
年
８
月
11
日
（
月
）

活
動
場
所

県
道
守
山
栗
東
線

（
播
磨
田
北
交
差
点
～
荒
見
交
差
点
）

参

加

者

13
人

こ
ち
ら
の
会
社
で
は
月
に
１
回
月
曜
日
の
早
朝
に
活
動

し
て
お
ら
れ
ま
す
。

タ
バ
コ
の
吸
い
殻
や
飲
物
の
空
き
容
器
が
多
く
、
活
動
当

初
の
平
成
17
年
度
に
は
１
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
で
回
収
さ
れ
て

い
た
そ
う
で
す
が
、
現
在
で
は
写
真
に
見
ら
れ
る
ぐ
ら
い
の

量
に
減
っ
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

活
動
の
成
果
と
し
て
、
社
員
個
人
個
人
の
意
識
付
け
が

で
き
て
き
た
こ
と
や
、
近

隣
の
会
社
で
も
周
辺
清
掃

を
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ま
今
後
と
も

よ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

☆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
瀬
田
川
リ
バ
プ
レ
隊
☆

実

施

日

平
成
20
年
８
月
25
日
（
月
）

活
動
場
所

高
橋
川

（
瀬
田
南
小
前
バ
ス
停
付
近
）

参

加

者

21
人

こ
の
清
掃
活
動
は
、

平
成
18
年
７
月
か
ら

始
め
ら
れ
、
毎
月
25

日
に
実
施
し
て
お
ら
れ

ま
す
。

こ
の
日
の
作
業
は
以

前
に
刈
っ
て
お
い
た
枯

れ
草
の
袋
詰
め
作
業
が

主
。
こ
の
草
刈
り
、
刈

っ
て
も
刈
っ
て
も
す
ぐ

生
え
る
の
が
難
点
で
す
。

堤
防
上
の
ポ
イ
捨
て
ご
み
は
少
な
い
で
す
が
、
以
前
は
川
の

中
に
自
転
車
や
バ
イ
ク
、
タ
イ
ヤ
ま
で
が
捨
て
ら
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。
今
回
は
傘
や
ビ
ニ
ー
ル
パ
イ
プ
、
座
椅
子
、
ベ

ニ
ヤ
板
等
も
回
収
し
ま
し
た
。

高
橋
川
は
、
川
底
の
一
部
に
砂
州
や
草
が
残
り
、
小
魚
が

泳
ぎ
、
そ
れ
を
狙
っ
て
か
わ
せ
み
も
現
れ
ま
す
。
こ
の
辺
は
、

昔
は
ホ
タ
ル
が
乱
舞
し
て
い
て
と
て
も
き
れ
い
で
あ
っ
た
と

参
加
者
の
声
。
今
後
は
、
埋
ま
っ
た
川
底
の
土
砂
を
少
し
掘

り
下
げ
、
川
幅
を
広
げ
、
子
ど
も
達
が
水
遊
び
を
し
や
す
い

よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。



会
の
活
動
は
、
高
橋
川
や
瀬
田
川
等
の
水
質
調
査
、
外
来

魚
釣
り
大
会
、
ア
ン
ケ
ー
ト
活
動
、
講
演
会
、
見
学
会
な
ど
、

ご
み
や
川
を
中
心
に
幅
広
く
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

☆
八
日
市
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
☆

実

施

日

平
成
20
年
８
月
26
日
（
火
）

活
動
場
所

愛
知
川
河
川
敷

（
八
千
代
橋
周
辺
）

参

加

者

10
人

平
成
12
年
12
月
に
県
と
の
合
意
書
を
締
結
し
て
か
ら
、

今
年
で
７
年
目
を
迎
え
、
東
近
江
地
域
で
は
、
最
も
古
く
か

ら
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
の
一
つ
で
す
。
こ
の
会
は
、
市
内

の
道
路
や
河
川
の
清
掃
活
動
と
学
習
会
を
活
動
内
容
と
し
て

お
ら
れ
、
遠
く
か
ら
で
も
清
掃
活
動
の
様
子
が
わ
か
る
よ
う

に
帽
子
と
ジ
ャ
ン
パ
ー
を

赤
で
統
一
し
、
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
と
し
て
背
中
に

「
未
来
と
美
し
い
水
と
空

気
を
」
と
記
入
し
て
Ｐ
Ｒ

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

活
動
場
所
以
外
の
地
域
に

も
要
請
が
あ
れ
ば
、
応
援

に
行
く
な
ど
活
発
に
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。

代
表
の
堤
さ
ん
は
、

「
通
行
者
か
ら
感
謝
さ
れ
、
清
掃
活
動
が
楽
し
く
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
拾
わ
せ
て
も
ら
う
気
持
ち
で
拾
う
こ
と

が
必
要
。
若
い
方
に
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
。
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

☆
西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
滋
賀
支
店
☆

実

施

日

平
成
20
年
８
月
27
日
（
水
）

活
動
場
所

県
道
大
津
停
車
場
線

参

加

者

15
人

企
業
と
し
て
何
か
社
会
に

役
立
つ
こ
と
が
出
来
な
い
か

と
考
え
た
の
が
エ
コ
フ
ォ
ス

タ
ー
活
動
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

車
通
り
の
多
い
大
津
駅
か

ら
浜
町
ま
で
の
周
辺
道
路
を
、

昼
休
み
（
12
時
～
12
時
30 

分
）
を
返
上
し
て
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。
社
員
教
育
の
一

環
と
し
て
全
員
参
加
が
目
標

で
あ
り
、
今
年
に
入
り
月
1
回
の
と
こ
ろ
を
週
1
回
に
拡

大
、
ま
た
大
津
以
外
に
彦
根
・
草
津
・
栗
東
事
業
所
で
も
活

動
規
模
を
拡
大
し
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
み
の
種
類
は
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
が
圧
倒
的
に
多
く
、

そ
の
他
傘
や
鉄
く
ず
等
と
様
々
で
す
。
週
1
回
に
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
ご
み
の
量
は
減
少
、
社
員
の
環
境
美
化
に
対
す

る
考
え
方
に
も
変
化
が
あ
り
参
加
数
が
増
加
し
た
そ
う
で
す
。

ま
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
滋
賀
グ
ル
ー
プ
で
は
、
地
球
環
境
保
護
は
、

社
会
と
と
も
に
あ
る
企
業
と
し
て
の
社
会
的
責
任
で
あ
る
と

い
う
考
え
の
も
と
、
平
成
12
年
3
月
に
環
境
方
針
を
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

☆
田
中
建
材
株
式
会
社

ネ
ッ
ト
ワ
イ
ヤ
ー
ジ
ュ
☆

実

施

日

平
成
20
年
９
月
２
日
（
火
）

活
動
場
所

県
道
海
津
今
津
線

（
今
津
川
～
北
浜
）

参

加

者

20
人

午
前
７
時
早
朝
の
忙
し
い
時
間
帯
に
も
関
わ
ら
ず
、
従

業
員
総
出
で
清
掃
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
活
動
範
囲
に
メ
タ

セ
コ
イ
ア
が
植
樹
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
落
ち
葉

の
清
掃
に
苦
労
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

街
路
樹
の
根
元
に
雑

草
が
よ
く
生
え
る
そ
う

で
す
が
、
木
製
チ
ッ
プ

を
埋
め
た
り
、
花
を
植

樹
さ
れ
た
り
す
る
こ
と

で
雑
草
が
生
え
る
の
を

防
ご
う
と
試
み
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
犬
の
散
歩
マ
ナ
ー
を
向
上
さ
せ
る
た
め



自
作
の
看
板
を
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

活
動
開
始
時
間
が
早
い
こ
と
で
最
初
は
渋
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
今
で
は
清
掃
後
の
街
路
を
見
て
心

地
良
い
と
み
な
さ
ん
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
し
た
。

☆(

社)

倫
理
研
究
所
家
庭
倫
理
の
会
☆

実

施

日

平
成
20
年
９
月
７
日
（
日
）

活
動
場
所

琵
琶
湖
岸

（
坂
本
城
址
公
園
付
近
）

参

加

者

17
名

平
成
16
年
か
ら
活
動
を

始
め
ら
れ
、
約
４
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
毎
月
十
数
名
の

参
加
者
で
実
施
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
こ
の
日
は
日
の
出
直

後
の
午
前
６
時
前
に
、
黄
色

い
帽
子
と
「
家
庭
倫
理
の
会

び
わ
こ
南
」
と
書
か
れ
た
ベ

ス
ト
を
着
用
し
た
参
加
者
が

続
々
と
集
合
。

責
任
者
の
白
井
さ
ん
か
ら
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
す
ぐ
に
活

動
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
女
性
グ
ル
ー
プ
は
公
園
内
の
休
憩

所
や
駐
車
場
の
草
引
き
や
落
ち
葉
集
め
、
男
性
グ
ル
ー
プ
は

湖
岸
を
担
当
し
ま
し
た
。
以
前
は
、
水
辺
は
草
が
伸
び
放
題

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
坂
本
城
再
建
を
夢
見
る
熱
心
な
参
加
者

が
「
多
く
の
人
た
ち
に
来
て
も
ら
う
の
に
気
の
毒
」
と
農
具

を
使
っ
て
草
を
刈
り
ま
し
た
。

１
時
間
の
作
業
の
結
果
、
刈
り
取
っ
た
草
や
空
き
缶
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
他
に
、
ロ
ー
プ
、
傘
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
網
、

さ
ら
に
車
の
ラ
イ
ト
や
バ
ッ
テ
リ
ー
等
も
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
明
智
光
秀
の
石
像
に
見
つ

め
ら
れ
な
が
ら
、
早
朝
の
活
動
で
気
持
ち
の
い
い
気
分
に
な

り
ま
し
た
。

☆
エ
コ
フ
ォ
ス
タ
ー
茶
が
崎
☆

実

施

日

平
成
20
年
10
月
13
日
（
月
）

活
動
場
所

大
津
市
茶
が
崎
湖
岸

参

加

者

15
人

活
動
は
週
に
１
回
、
大
津
市
茶
が
崎
の
大
津
船
溜
か
ら
前

浜
公
園
付
近
ま
で
の
湖
岸
清
掃
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日

は
午
前
９
時
よ
り
作
業
開
始
、
10
時
25
分
ま
で
の
活
動
で

し
た
。

最
初
は
、
浜
辺
に
流
れ
着
い
た
藻
を
引
き
上
げ
る
作
業
を

全
員
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
琵
琶
湖
の
中
に
入
り
、

熊
手
や
素
手
で
、
汚
れ
る
の
も
構
わ
ず
一
生
懸
命
引
き
上
げ

て
い
ま
し
た
。

上
げ
て
も
上
げ
て
も
流
れ
着
く
藻
。
夏
は
悪
臭
が
漂
い
、

藻
の
中
に
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ナ
イ
ロ
ン
袋
等
が
含

ま
れ
、
仕
分
け
が
大
変
で
す
。

次
の
作
業
は
公
園
の
草
刈
り
で
す
。
平
ら
な
所
は
、
愛
用

の
乗
用
型
草
刈
機
（
副
代

表
の
板
東
さ
ん
の
個
人
所

有
）
で
、
30
分
程
度
で

広
い
面
積
が
き
れ
い
に
な

り
ま
し
た
。

子
ど
も
達
が
参
加
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
意
義
を
感

じ
ま
し
た
。
継
続
し
て
参

加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

参
加
の
度
に
印
を
押
し
、

10
回
で
認
定
証
、
20
回
で
感
謝
状
、
30
回
で
表
彰
状
が
渡

さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
達
が
楽
し
く
喜
ん
で
参
加
し
、
協
同
作

業
す
る
姿
に
心
の
温
か
み
を
感
じ
ま
し
た
。

エコフォスター活動を取材させてい

ただける団体を募集しています。

活動に参加し、取材をさせていただ

き、活動の様子や様々な思いをエコフ

ォスター通信に載せさせていただきた

いと思っています。

詳しくは、循環社会推進課もしくは

お近くの(地域)振興局・県事務所の環

境(森林整備)課へお問い合わせくださ

い。 

お 知 ら せ



☆
日
本
電
気
硝
子(

株)

本
社
・
大
津
事
業
所
☆

実

施

日

平
成
20
年
10
月
17
日
（
金
）

活
動
場
所

県
道
大
津
湖
岸
線

（
御
殿
浜
南
交
差
点
～
御
殿
浜
交
差
点
）

参

加

者

10
名

平
成
16
年
12
月
か
ら
淡
海
エ
コ
フ
ォ
ス
タ
ー
団
体
と
し

て
、
毎
月
第
３
金
曜
日
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

活
動
場
所
は
会
社
か
ら
徒
歩
数
分
の
と
こ
ろ
の
琵
琶
湖
に

面
し
た
県
道
で
、
午
後
１
時
か
ら
２
時
半
ま
で
、
夏
場
は
草

刈
り
、
冬
場
は
ご
み
拾
い
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
の
作
業
は
、
全
員
会
社
の
白
と
青
の
同
じ
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
を
着
用
し
、
鎌
と
エ
ン
ジ
ン
草
刈
機
で
歩
道
や
街
路
樹

下
の
緑
道
の
雑
草
を
刈
り
取
り
、
ご
み
袋
に
回
収
し
て
軽
ト

ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
ま
し
た
。
作
業
前
に
は
ひ
ざ
上
ま
で
あ

っ
た
雑
草
が
短
く
刈
り
取
ら
れ
、
見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い

に
な
り
ま
し
た
。
ご
み
の
種
類
と
し
て
は
、
タ
バ
コ
の
吸
い

殻
が
一
番
多
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

作
業
終
了
後
、
き
れ
い
に
な
っ

た
歩
道
を
歩
く
と
す
が
す
が
し
い

気
分
に
な
り
ま
し
た
。

交
通
量
の
多
い
県
道
沿
い
で
の

草
刈
機
の
使
用
、
け
が
や
事
故
に

は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

☆
株
式
会
社
淺
沼
組

Ｊ
Ｒ
湖
西
線
耐
震
補
強
作
業
所
☆

実

施

日

平
成
20
年
10
月
31
日
（
金
）

活
動
場
所

県
道
仰
木
雄
琴
線

（
Ｊ
Ｒ
お
ご
と
温
泉
駅
周
辺
）

参

加

者

46
名

こ
ち
ら
の
会
社
は
現
在
Ｊ
Ｒ

西
日
本
の
湖
西
線
橋
桁
補
強
工

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
環
境
に

配
慮
し
た
工
事
を
求
め
ら
れ
て

い
る
今
日
、
地
域
住
民
の
理
解

が
な
い
と
ス
ム
ー
ズ
に
工
事
が

進
行
出
来
な
い
事
も
あ
り
、
地

域
の
た
め
に
何
か
貢
献
出
来
な

い
か
と
の
思
い
か
ら
始
め
ら
れ

た
の
が
エ
コ
フ
ォ
ス
タ
ー
活
動
で
す
。

近
隣
の
人
た
ち
も
ご
み
の
回
収
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
い
つ
も
駅
周
辺
は
き
れ
い
に
保
た
れ
て
い
ま
す
が
、
中

で
も
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
が
特
に
多
く
、
レ
ジ
袋
や
パ
ッ
ク
等

も
あ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
夏
場
は
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ポ
ト

ル
も
た
く
さ
ん
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
基
づ
い
た
方
針
が
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
環
境
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
安
全
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
の
で
今
後
も
続
け
て
行
き
た
い
、
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

☆
株
式
会
社
日
新
設
備
☆

実

施

日

平
成
20
年
11
月
21
日
（
金
）

活
動
場
所

県
道
伊
香
立
大
津
線

（
皇
子
が
丘
公
園
口
交
差
点

～
錦
織
２
丁
目
交
差
点
）

参

加

者

11
名

平
成
18
年
11
月
か
ら
淡
海
エ
コ
フ
ォ
ス
タ
ー
団
体
と
し

て
毎
月
１
回
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

活
動
場
所
は
会
社
の
あ
る
大
津
市
大
谷
町
か
ら
少
し
離
れ

た
皇
子
山
体
育
館
横
の
県
道
で
、
全
員
が
「
淡
海
エ
コ
フ
ォ

ス
タ
ー
美
化
活
動
実
施
中
」
と
書
か
れ
た
黄
色
の
ゼ
ッ
ケ
ン

を
着
用
し
て
、
活
動
状
況
を
わ
か
り
や
す
く
し
、
ご
み
拾
い

や
草
刈
り
、
落
ち
葉
掃
除
等
、
約
一
時
間
活
動
を
さ
れ
ま
し

た
。ご

み
は
、
タ
バ
コ
の
吸
い

殻
や
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
コ
ン
ビ
ニ
の
袋
等
が
一

番
多
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

し
か
し
活
動
を
始
め
た
頃

と
比
べ
る
と
、
多
か
っ
た
ご

み
も
最
近
少
な
く
な
っ
て
き

て
、
知
ら
な
い
人
か
ら
「
あ

り
が
と
う
」
と
か
「
ご
苦
労

さ
ん
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
嬉
し
い
気
分
に
な
る
、
と

の
こ
と
で
す
。



☆
相
模
川
を
美
し
く
す
る
会
☆

実
施
日

平
成
20
年
11
月
23
日
（
日
）

活
動
場
所

相
模
川
（
国
道
１
号
線
～
琵
琶
湖
岸
）

参
加
者

23
名

こ
ち
ら
の
団
体
は
、
相
模

川
流
域
の
12
自
治
会
と
１
企

業
で
構
成
さ
れ
、
上
流
か
ら

時
間
を
決
め
て
、
自
治
会
ご

と
順
番
に
活
動
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
今
回
は
上
流
の
み
の

活
動
と
な
り
ま
し
た
。
堤
防

に
桜
の
木
が
植
え
ら
れ
て
お

り
、
辺
り
一
面
が
落
ち
葉
だ

ら
け
。
川
の
中
に
も
た
く
さ
ん
落
ち
、
水
の
中
の
落
ち
葉
を

か
き
集
め
て
回
収
す
る
の
は
大
変
な
作
業
で
す
。
全
部
で

56
袋
も
の
ご
み
、
落
ち
葉
を
回
収
し
ま
し
た
。

遊
歩
道
は
犬
の
散
歩
者
が
多
い
た
め
、
夏
は
臭
い
や
ハ
エ

が
多
く
、
そ
の
中
で
作
業
を
す
る
の
は
大
変
だ
、
と
の
声
が

あ
り
ま
し
た
。

自
治
会
ご
と
に
区
域
を
決
め
て
行
っ
て
お
り
、
落
ち
葉
の

多
い
時
期
、
少
な
い
時
期
を
考
慮
し
て
、
各
自
治
会
が
平
等

に
な
る
よ
う
に
、
月
を
ず
ら
す
な
ど
の
工
夫
を
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
ど
の
自
治
会
も
参
加
者
が
高
齢
化
し
て
き
て

お
り
、
１
年
に
１
回
で
も
い
い
の
で
新
し
く
参
加
し
て
ほ
し

い
と
、
自
治
会
長
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

☆
Ｎ
Ｅ
Ｃ
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
ズ
関
西
環
境

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
有
志
・
晴
嵐
一
丁
目
自
治
会

実
施
日

平
成
20
年
12
月
10
日

活
動
場
所

県
道
大
津
湖
岸
線

工
場
周
辺
～
粟
津
中
学
校
周
辺

参
加
者

21
人

平
成
13
年
12
月
に
淡
海
エ
コ
フ
ォ
ス
タ
ー
団
体
と
し
て

毎
週
水
曜
日
に
県
道
大
津
湖
岸
線
（
御
殿
浜
南
か
ら
盛
越
川

ま
で
）
と
周
辺
道
路
、
公
園
等
を
清
掃
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

年
に
数
回
と
、
ご
み
ゼ
ロ
の
日
な
ど
の
一
斉
清
掃
の
行
事

の
時
は
、
自
治
会
と
一
緒
に
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
平
成
８
年
頃
、
Ｊ
Ｒ
石
山
駅
前
の
噴
水
の

掃
除
を
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
始
め
ら
れ
、
日
の
短
い
冬
場

は
昼
の
休
憩
時
間
に
、
夏
場
は
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
員
の
自
由
参
加
で
実
施
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
回
は
工
場
横
、
粟
津
中

学
校
沿
い
の
今
も
松
並
木
が

一
部
残
り
、
昔
の
街
道
の
面

影
が
し
の
ば
れ
る
旧
東
海
道

の
落
ち
葉
を
、
昼
休
み
に
掃

除
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
期

は
特
に
落
ち
葉
が
多
い
と
の

こ
と
で
、
他
に
も
タ
バ
コ
の

吸
い
殻
や
お
菓
子
等
の
袋
、

空
き
缶
が
多
い
と
の
こ
と
で
す
。

近
江
八
景
の
一
つ
「
粟
津
の
晴
嵐
」
の
復
活
を
願
い
、
平

成
12
年
に
社
員
等
の
募
金
に
よ
り
旧
街
道
に
沿
っ
て
工
場

敷
地
内
に
松
を
植
樹
さ
れ
、
ず
っ
と
美
し
く
保
っ
て
い
き
た

い
、
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。


